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研究の対象
2006年1月1日から2018年12月31日まで当院でハラヴェンもしくはティーエスワンによる治療を
うけられた方。

研究目的・方法
　ハラヴェンの治療は転移・再発乳癌の患者の全生存期間を延長し有用な治療であることが報
告されています。しかし、2つの治療方法は作用メカニズムは大きく異なっています。そこで2
つの治療の治療効果・副作用などを比較します。

研究に用いる
試料・情報の種類

診療記録を使用します。

外部への
試料・情報の提供

外部への情報提供はおこないません。

個人情報の取り扱い
使用した情報から氏名や住所等の対象者を直接特定できる個人情報は削除いたします。
また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も対象者を特定できる個人情報は
使用いたしません。

利益相反の有無 　有　・　無　（　　　　　　　　　　）

お問い合わせ先

廿日市市地御前１丁目３番３号
ＪＡ広島総合病院　　乳腺外科
研究責任者：大原正裕
TEL：0829-36-3111　/　FAX：0829-36-5573

備考

年　　　月　　　日

ＪＡ広島総合病院を受診された患者さまへ

　当院では下記の臨床研究を実施しております。本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研
究目的に利用または提供されることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。


